































































































するよう求める。」（Jorge・W・Bush 大統領 5 による一般教書演説、米国議会、


































































批判的  －  積極的  ―  批判的 
 
左派 ← 中道 → 右派 
（Rifkin，2001） 
 





































がつくりだした構造が見出せる。1995 年、時の Clinton 政権（民主党）は、胚の破壊をと
もなう研究への公的資金の投入を禁止する決定をした。そのため 1998年に米国 Wisconsin





































た。」（Tony Blair イギリス（連合王国）首相による巻頭言、Genetics White 


































アメリカ合衆国 NIH に登録された細胞株輸出国(NIH・ES 細胞系列レジストリ) 
 
BresaGen, Inc. Athens, Georgia アメリカ 
CyThera, Inc. San Diego, California アメリカ 
ES Cell International, Melbourne  オーストラリア 
Geron Corporation Menlo Park, California アメリカ 
Göteborg University, Göteborg スウェーデン 
Karolinska Institute, Stockholm スウェーデン 
National Centre for Biological Sciences 
Tata Institute of Fundamental Research, Bangalore 
インド 
Reliance Life Sciences, Mumbai インド 
Technion University, Haifa  イスラエル 
University of California San Francisco, California アメリカ 

















































































らす諸問題への対応組織としてイギリス議会が設置した HGC（Human Genetics 































































●余剰胚からの ES 細胞の抽出を法で容認 
・・・ベルギー、デンマーク、ギリシャ、スペイン、フィンランド、フラン
ス、オランダ、スウェーデン、イギリス 
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